


















































































































































































































































































































































































































































































































































































まず、詞書は、 「四十」の「賀」であるという点において一致している。しかし、 『伊勢集Ⅰ』は「五条 内侍のか








このように、 『伊勢集Ⅰ』の六二番歌は、 『源氏物語』若菜上巻において、 「尚侍」である玉鬘が養父 「四十」
の「賀」を主催する場面と類似する も多 ことから 『河海抄 、 『孟津抄』 、 『岷江入楚』が指摘するように、紫式部が当該和歌を引き用いたという可能性も高いと える。　
しかしながら、 『源氏物語』若菜上巻においては 「尚侍」である玉鬘が源氏の「四十」の「賀 の主催者であ のに






























































津」 歌、これは「手習歌」でもあるのだが、その「難波津」 歌さへ、連綿で書くことができないと言っているのである。こ ことからも、 『古今和歌集』が当時の貴族社会において必須の教養であったことは、知ることができるだろう。　






































































































































































































［上略］ 『古今集』の詞書では明らかでないが、 ［中略］ 『貫之集』において［中略］ 「延喜五年二月［中略］ 、泉の大将の四十の賀の屛風の歌、仰せごとにてこれを奉る」とあって、妹の尚侍満子の主催になっている泉の大将藤原定国の四十の賀は醍醐天皇 配慮に基づくものであることが知られる。ちなみに醍醐天皇の生母はこ 尚侍 姉にあたる胤子であり、天皇にとって定国は叔父。満子は叔母にあたるわけである。 ［中略］　
さて、この屛風の絵は、一月の年中行事である若菜摘みをそれに最もふさわしい名を持つ春日野に描く。そして







いうことを指摘されている。また、 『古今和歌集』巻第七、賀歌、三五七番歌から、 『源氏物語』若菜上巻、源氏の「四十」の「賀」に玉鬘が「若菜」を奉る場面を連想されていたことがわかる。しかし、 『古今和歌集』巻第七、賀歌 三五七番歌が詠まれたところの行事、 「醍醐天皇の配慮」により、 「尚侍満子」が兄の「藤原定国」の「四十の賀」を主催したということが、 『源氏物語』若菜上巻 「尚侍」である玉鬘が源氏の「四十 の「賀」を催す場面 准拠となっているということまでは、指摘をされてはいない。　








七番歌の詞書にある「内侍のかみ 右大将ふぢはら 朝臣 四十賀しける時に、四季のゑかけるうしろの屛風に きたりけるうた」のみで 。　
ここで、 『源氏物語』若菜上巻、 尚侍 である玉鬘が養父である源氏に「四十」の「賀」として「若菜」を献上し、
賀宴を催す場面と、 『古今和歌集』巻第七、賀歌 三五七番歌を比較しておこう。　『古今和歌集』の詞書によると、 「内侍のかみ」の女性が兄の「四十賀」を主催していて、 『源氏物語』では「尚侍」の女性が養父の源氏の「四十」の「賀」を主催している。 らは、 「内侍のかみ（尚侍
（」の女性が親族の男性の「四










まれていて、 『源氏物語』の源氏の和歌には「野辺」の「若菜」が詠まれている。そして、 『古今和歌集』の和歌には「よろづ世をいはふ心は神ぞしるらむ」と賀の主催者である満子が兄の藤原定国の長寿を祈る心を素性法師が代詠していて、 『源氏物 では もとの岩根をいのる今日かな」と賀宴の主催者である玉鬘が養父の源氏の長寿を祈る心を和歌に詠んでいる。　
このように、 『古今和歌集』巻第七、賀歌、三五七番歌は 源氏物語』若菜上巻 おいて、 「尚侍」である玉鬘が養
父の源氏の「四十」の「賀」を主催して「若菜」を奉る場面の構成と類似する点も多い。このことから、紫式部が当該場面を構想するにあたり、 『古今和歌集』巻第七、賀歌、三五七番歌の詞書や和歌の素材、 作主体の心情を、物語の構成として引き用いたという可能性もある あろう。　



































醍醐天皇の御代に「尙侍」として出仕をした「滿子」は、内大臣であった「高藤」 女子であり、同母 姉には「醍醐天皇御母」の「胤子」がいる。また、同母の兄は 定國 の他に、右大臣となった「定方」もいる。この「定方」には女子が複数あり、一人は紫式部 曾祖父の「兼輔」の室、一人 紫式部の祖父 「雅正」の室である。つまり、紫式部の父方の祖母は「定方」の女子であり、 紫式部の父方の曾祖母も「定方」の女子であった。そして、その「定方」 同母 妹が醍醐天皇の御代に「尙侍」として出仕をした「滿子」だった である。　










『古今和歌集』巻第七、賀歌、三五七番歌、 「内侍のかみ」である満子が兄の藤原定国の「四十賀」を主催した折に和歌が詠まれた記録を、 『源氏物語』の若菜上巻において、 「尚侍」の玉鬘が養父である源氏の「四十」の「賀」を主催する場面の准拠として、引き用いたという可能性も、考えられるであろう。
四
　



















た、東京 學史料編纂所編 大日本古記錄の『九曆』の注釈によれば、 「女御藤原安子
父
師輔ノ四十算賀ヲ行フ」と
あっ 。　『源氏物語』若菜上巻では、 「尚侍」である玉鬘が養父の源氏の「四十」の「賀」を主催していることから、 『古今和歌集』巻第七、賀歌、三五七番歌により、 「内侍 かみ」の女性が「四十賀」を主催するという点を用いて、 『九曆』の天曆元年二月十 日の条より、女性が
父」の「四十」の「賀」を主催するという点を用いたという可能性も考えられ
る。　
また、 『源氏物語』若菜上巻で、 「尚侍」である玉鬘が養父の源氏の「四十」 「賀」を主催して「若菜」を奉る場面
『源氏物語』若菜上巻における源氏の四十の賀の准拠（（
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『源氏物語』若菜上巻における源氏の四十の賀の准拠（（
